
金
海
古
蹟
志
巻
廿

縁
切
宮
の
越
よ
り
中
之
橋
漣
ま
で
‘
従
前
惣
構
掘
友
り
し
頃
は
雑
木

生
茂
り
‘
狐
狸
続
編
&
E
の
住
所
た
り
け
ん
。
種
々
怪
異
の
事
ど
も

あ
り
と
て
、
夜
中
は
往
来
人
も
之
を
厭
へ
り
。
藩
士
八
嶋
氏
は
、
叙

刀
家
に
て
門
人
多
か
り
し
が
、
或
夜
深
更
に
及
び
.
濁
り
此
の
通
り

を
往
来
せ
し
に
、
村
井
氏
の
門
前
中
之
橋
の
傍
友
る
河
戸
に
、
賎
女

五
・
六
歳
許
な
る
児
を
錦
へ
‘
衣
服
を
洗
ひ
居
た
り
。
深
更
に
不
審
た

る
事
と
訟
も
ひ
、
何
心
友
〈
通
り
す
ぎ
け
る
が
、
彼
の
賎
婦
、
此
の

御
侍
に
附
い
て
ゆ
け
と
子
に
い
へ
り
。
彼
の
小
児
八
嶋
氏
の
尻
に
付

い
て
来
り
け
る
が
、
頓
て
立
戻
h

九
母
に
向
う
て
村
正
左
り
と
い
へ

り
。
八
嶋
氏
、
此
の
詞
を
聞
き
て
不
思
議
な
る
事
也
と
息
ひ
、
道
す

が
ら
築
じ
け
る
に
、
深
更
に
小
児
を
伴
ひ
‘
洗
涜
に
来
る
も
甚
だ
い

ぶ
か
し
く
、
ま
た
小
児
の
村
正
也
と
い
ふ
も
不
審
也
。
我
が
帯
万
は
、

無
銘
左
れ
ど
、
若
し
は
村
正
な
ら
ん
か
と
‘
鑑
定
家
に
見
す
る
鹿
.

呆
し
て
村
正
た
り
し
と
い
へ
り
。
此
の
外
に
も
か
aa

る
怪
談
多
し
。

O
村
井
氏
下
部

此
の
下
邸
は
、
慶
長
十
六
年
九
月
に
賜
は
り
し
魔
K
c
‘
古
定
舎
に

戟
せ
た
る
執
政
中
よ
り
屋
敷
奉
行
に
奥
へ
た
る
奉
書
如
v
左。

御
家
中
下
屋
敷

家
中
の
名
穏
を
厳
し
、
上
家
中
は
二
町
あ
る
を
以
て
、
長
町
へ
属
し
・

長
町
七
番
丁
・
長
町
八
番
丁
と
せ
り
。

。
村
井
家
士
侮
話

三
謹
記
笠
宮
ふ
o
天
E
十
九
年
十
一
月
中
旬
利
家
卿
金
滞
へ
下
向
歩

成
、
明
る
正
月
御
家
御
一
門
家
以
下
一
一
統
御
砲
被
v
鴬
v
請
、
二
自
に
は

家
中
又
者
共
御
目
見
被
昌
仰
付
一
何
れ
も
銀
子
・
御
mm
織
拝
領
す
。
中
に

も
村
井
盟
後
内
小
林
捕
六
左
衛
門
・
屋
後
太
右
衛
門
は
.
御
言
葉
を

懸
け
さ
せ
ら
れ
.
久
々
に
て
逢
ひ
た
り
‘
蓮
沼
を
焼
を
た
る
時
分
、

骨
折
り
た
る
者
也
と
仰
せ
ら
れ
、
別
け
て
奔
領
物
御
念
を
入
れ
さ
せ

ら
れ
賜
は
り
け
り
。
さ
て
盟
後
は
此
の
者
共
を
能
く
扶
持
仕
置
事
御

感
心
の
由
に
て
、
能
州
嶋
の
地
八
ク
を
ぽ
御
加
思
被
昌
宛
行
一
盟
後
は

一
関
之
主
也
と
戯
れ
さ
せ
給
ふ
。
共
の
外
大
身
の
人
々
、
能
き
家
人

共
を
失
ふ
衆
、
甚
だ
商
目
を
失
ひ
け
り
。
と
見
b
、
村
井
長
明
が
隙

普
録
に
も
、
奈
古
屋
御
陣
よ
り
御
蹄
り
、
正
月
年
頭
御
睦
被
ν
震
v
詩、

同
二
日
に
は
、
御
家
中
下
侍
ど
も
久
々
御
覧
不
ν
被
v
成
候
問
、
御
組

可
昌
申
上
-
回
目
仰
出
さ
れ
‘
就
v
夫
村
井
盟
後
内
小
林
摘
六
左
衛
門
・
屋
後

太
右
衛
門
と
云
ふ
者
、
越
中
.
御
取
合
之
刻
、
蓮
之
聞
を
盟
後
焼
働
候

刻
、
案
内
仕
り
骨
折
候
を
能
く
御
舞
h
被
v
震
v
成
、
久
敷
て
逢
ひ
候

金
揮
官
蹟
志
巻
廿
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八

一
一
寓
七
千
三
百
石

一
、
四
町
三
反
牛
二
畝
拾
五
歩

.
外
人
々
下
屋
敷
分
時
弱
。

右
中
納
言
様
御
綻
之
並

K
.
歩
割
書
付
可
v
遜
皆
、
筑
前
様
就
a

御
一
意
-

如
ν
此
候
。
以
上
。

村

出

雲

井

亥
九
月
廿
三
日

横篠奥

山原村

山 出 河

披.~内

守守守

洩

野

勝

監

殿

西
村
宿
馬
助
殿

河

原

兵

庫

殿

石

川

茂

平

殿

野
村
五
郎
兵
衛
殿

右
四
町
三
反
牟
二
畝
十
五
歩
は
、
上
屋
敷
の
尻
地
た
る
下
邸
と
‘
公

儀
町
の
末
・
な
る
下
邸
と
、
閑
地
に
て
賜
は
り
た
る
も
の
也
と
聞
ゆ
。

奮
海
中
は
、
右
屋
敷
の
尻
地
た
る
下
邸
は
上
家
中
と
稽
し
.
大
身
の

家
士
共
を
.
愛
に
置
き
、
公
儀
町
・
な
る
下
邸
を
、
下
家
中
と
稀
し
.
小

身
の
者
共
を
置
き
た
り
。
然
る
に
、
明
治
四
年
四
月
戸
籍
編
成
の
時
‘

よ
し
御
意
に
て
、
則
御
小
袖
こ
っ
宛
雨
人
に
下
さ
れ
、
扱
盟
後
K
.

久
し
く
侍
共
を
能
く
扶
持
し
て
持
ち
け
る
よ
し
御
意
に
て
、
御
加
増

を
千
石
盟
後
に
下
さ
る
。
共
の
時
.
能
州
島
八
ナ
ま
る
め
下
さ
れ
、

盟
後
は
一
・
グ
園
の
ぬ
し
の
よ
し
、
御
ぎ
れ
ど
と
御
意
成
さ
れ
け
り
。

人
持
の
内
に
背
よ
り
賀
り
置
け
る
侍
共
に
・
我
等
見
知
り
た
る
も
の

今
程
は
見
b
不
v
申
よ
し
御
意
被
v
遊
、
人
持
衆
何
れ
も
先
非
を
悔
被
v

申
候
事
。
と
あ
り
。
元
祖
盟
後
守
長
頼
、
家
士
を
ば
大
切
に
給
興
し

て
、
譜
第
に
召
仕
ひ
た
る
事
知
ら
れ
け
り
。
さ
て
共
の
子
孫
を
も
・

世
々
祖
先
の
勤
功
を
貧
し
、
後
三
也
家
士
共
を
親
切
に
勢
ひ
召
仕
ひ

け
る
家
風
た
り
し
と
と
、
左
の
茶
宴
記
に
て
知
ら
れ
た
り
。

村
井
家
茶
宴
記

入
主
使
a
北
ハ
所
v
愛
者
陪
v
遊
侍
為
責
者

d

不
a
必
特
共
築
v
巴
而
巳
吋
叉
欲
v
使且

其
所
b

築
而
及
=
乎
共
所
v
愛
者
一
亦
有
ν
之
。
雄
v
然
。
果
欲
v
使
昌
之
築
二
則

不
昌
唯
寛
仮
優
待
之
厚
↓
則
不
ν
能
也

d

何
也
。
則
傘
卑
之
分
。
容
嬢
懸
隔
.

況
在
昌
近
侍
↓
則
天
成
去
ν
面
処
尺
。
不
v
寒
荷
標
。
理
問
然
失
-
設
令
。
酔
=

酒
池
-
飽
=
肉
林
二
文
得
=
中
心
安
市
誠
柴
-
耶
。
議
之
巴
丑
四
月
初
一
一
-
長

谷
山
例
祭
。
天
気
晴
明
。
風
情
景
和
。
我
君
主
・
雰
埼
設
昌
茶
宴
一
鹿
々

雷
雨
叩
娘
一
家
内
則
内
疲
・
茶
室
・
害
粛
。
園
中
則
丘
上
之
卒
。
泉
水
之

九




